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ワークショップ授業モデルによる音楽表現の授業構築

桂 直美・川島雅樹・伊東 玲

本稿の目的は、表現主体として子どもたちを育てることを目的とした「ワークショップ授業モデル」を、中学

校音楽科教育において試行し、その有効性を探ることである。大学の文学教育「ワークショップ」から再定義さ

れた授業モデルが、中学校の音楽科授業における集合的表現の場に適用可能であることを、アクションリサーチ

を通して明らかにする。そのときの新たな学びの成立のありようを、授業の教育批評を通してとらえ、またこの

授業モデルが授業者にもたらした意味を、非構造化インタビューを通して明らかにする。

キーワード：ワークショップ授業モデル、表現教育、表現者の教育

1. はじめに．

本稿の課題は、高等教育で行われた文芸教育ワークショッ

プの検討を通して再構成した「ワークショップ授業モデ

ル」を、中学校における音楽教育に適用する可能性を探

り、中等教育での表現教育におけるワークショップ授業

モデルの有効性を探ることである。

(1)問題の所在

音楽科の授業、とりわけ「専科」教諭の担当する中等

教育段階の音楽授業では、教師の音楽的な力量を重視し、

教師が子どもたちを指揮して、教師の音楽解釈を前面に

出して子どもの演奏を指示し、生徒たちがその指示に従

うことでパフォーマンスを向上させていくという形をと

ることが多い。しかしその場合、もっとも主導的な表現

者は教師であり、子どもがより従属的な立場でその表現

に参加するということになりやすいといえる。子どもか

ら見れば、表現は教師から与えられるものとなってしま

い、私が表現するという意識が生まれにくくなるのであ

る。

表現教育のむずかしさは、現代の学校の「教授＝学習」

という枠組みの中におかれたときに際だつものであるとい

える。それは、〈教えたものは、子どもの表現といえるの

か〉というアポリアである。これに対して本稿では、高等

教育において個人の創作という形で表現教育を実現して

いるいる文学教育の「ワークショップ」の授業に着目した。

中学校の授業における集合表現においてこの授業モデルを

適用することにより、新たな学びの共同経験を作り出すこ

とを試みる。

(2) ワークショップ授業モデル

筆者は、ワークショップという活動形式の源流とされ

る高等教育での文芸教育ワークショップ調査し、テキサ

スA&M大学における Dr.テイラーのワークショップ授

業研究をとおして「ワークショップ授業モデル」の特徴

を抽出した計文学教育における創作表現のワークショッ

プでは、生徒各人が個々に創作を行い、それぞれの創作

を発表し、全員で相互批評していく形で授業が進められ

る。テイラーによるワークショップでは、授業者が、生

徒の相互の関わりを促すために、誰もが発言しやすい空

間を作り出すことに常に注意を向けていた。生徒が各自

の作品を声に出して発表していくこと、それについての

フランクなコメントを全員が行うというワークショップ

の活動の基幹がそのまま、成員の関係性構築の方法論と

なっており、また席に座って静かに読むだけでなく、立

ち上がって室内で動きながら朗読するパフォーマンスス

タイルも推奨するなど多様な表現スタイルを促していた。

物理的な場の構成や リーナイングコメンテータとして

の授業者の発言の仕方にも特徴があった。

こうした授業がどのように構成されているのかを、 1)

学びの資源がどこにあるか、 2)学習内容を構成する知

識観、 3)授業者の役割、という視点から検討し、「ワー

クショップ授業モデル」の特徴を次のように整理した。

i)教師からの一方向的な情報伝達ではなく、生徒発の

アイデアが学びの資源になる。そのために生徒の多様

性と多様なアイディアに価値をおき、生徒同士が互い

に聴き合い、語り合う関係性を重視する。

ii)教師によって独占的に評価がなされるのではなく、成

員が認めることが重視される。社会構成主義的知識観

に立ち、評価面においても共同構成が重視されている。

iii)多様な成員の学びを促すためには、授業者が多様な

ァイディアの価値を読み取ることが必要となる。その

ために授業者はその領域に関する高度な内容知を有し、

授業の中で開示する必要がある。

(3)本研究の方法と課題

上記のように整理される特徴を、単に大学教育の文芸

表現教育の特徴として理解するのではなく、より広い授

業場面に適用可能な「授業モデル」として再構成される

ものと考え、中学校音楽教育でのアクションリサーチを

行う。
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しかし、異なる授業者によって異なる教育環境におい

て、この「授業モデル」を援用する事は、どのような条

件が整うときに達成できるのであろうか。第一に、どの

ような点に留意すればこの「ワークショップモデル」に

ついて未知である教師がこのモデルを実現することがで

きるかを明らかにする必要がある。第二に、このモデル

は参加学生個人の主体的なコミットが要件である高等教

育におけるワークショップの授業から構成されたもので

あるが、これを集合的表現を標準とする中等教育に応用

することがどの程度可能であるかが問題である。これを

応用することによって「表現の教育」における教授＝学

習の枠組みにどのような変化をもたらすのか、アクショ

ンリサーチによって探り、「ワークショップ授業モデル」

のより普遍的な教育場面への適用可能性と教育方法とし

ての有効性を明らかにすることが本稿の課題となる。

授業者川島教諭と研究参加者である伊東教諭とともに、

授業の計画段階の最初から、授業の振り返りまで、およ

そ 1年にわたって共同研究をおこなった。ワークショップ

授業モデルによる実践を「参加観察」し、そこで見られた

生徒の学習活動の特徴を、「教育的鑑識眼と教育批評」

の方法を援用しながら捉える。次に、学習者の授業経験

をふり返る「アンケート」を行い、生徒記述を分析した。

また、授業者の側の経験を「非構造化インタビュー」の

手法でとりあげ、分析した。本稿では、授業の結果として

の生徒と授業者の意識の変化を主たる対象として扱う。

2. 中学校における授業実践の概要

三重大学附属中学校では、伝統的にクラス合唱を中心

的な要素とした音楽教育を行ってきている。毎年の合唱

祭（附中のハーモニー）では、クラス別の合唱を競い、そ

れに向かって 1学期から各クラスでの自由曲や課題曲の

演奏をつくりあげていく。音楽科の授業はそれと密接にか

かわっており、ほぼ毎回の授業に混声合唱の4パートに別

れたパート練習の形式を何らかの形でとりいれている。

音楽室には 4台グランドピアノが置かれている。それ

ぞれのピアノは、ソプラノ、アルト、テナー、ベースの

練習の場所となる。各パートにリーダーが居り、ピアノ

の鍵盤を弾きながら、あるいはリーダーや他のメンバー

がピアノを弾けない場合はカセットテープに録音された

メロディーを頼りながら、それぞれのパートで自分たち

のペースで練習をしていくことが通例となっている。

この点からみると、この学校における川島教諭の典型

的な音楽の授業は、いわゆる教師中心の授業とは異なる。

授業時間中の一定の部分は生徒だけに任されるグループ

活動の形を毎回とっている。パートリーダーを中心に、

すぐに合唱のパートにしたがって 4つのグループにわか

れて短時間に音取りの活動をする力も身に付いている。

こうした活動の継続によって身に付いている力とは、単

に正確に自分のパートの音がとれるという技術だけでは

なく、自分たちの合唱を自分たちで作っていくという積

極性である。特に 3年間のカリキュラムとして見るとき、

上級学年のクラス毎の主体的な合唱表現を聴いて目標と

するところから、日常の授業でのパート練習の意義はク

ラス成員に充分共有されており、主体的に合唱表現する

ということが授業の基本的な枠組みとなっているといっ

て良いだろう。

しかし、表現内容の点に限って見ると、授業の最初の

教師からの投げかけと授業のまとめにおける教師の指揮

による演奏、教師による演奏の練り上げが合唱表現の内

容を決定する重要な部分となっている。時間的には子ど

もたち自身の活動が長くても、その活動は教師の設定す

る課題や教師の求める表現の範囲を超えることはなく、

授業終了時の教師のコメントからも、演奏表現面の最終

的価値判断主体は教師であることが伺える。

このような普段の授業構成に対して、今回は小グルー

プアンサンプルによる楽曲の自由な演奏表現づくりをテー

マにした「ワークショップ授業モデル」を導入すること

によって、曲の表現内容面における子どもたちのより一

層主体的な関与を引き出し、子どもたちのイマジネーショ

ンの多様性を引き出すことを目的として授業を計画した。

授業は 2007年4月から 11月にかけて、全9時間を使っ

て行われた。授業は、附属中学校の 3年 A組を中心に

川島教諭が行い、隣接する附属小学校 6年 C組と音楽

科の伊東教諭の参加を得た。筆者は授業を参加観察し

「教育批評」を作成するほか、授業者と共同研究者とと

もに授業計画や振り返りを協同で行った。中学生と小学

生に対する授業は下記のように行われた。

中学校 内 容 小学校

1時
小・中別に、〈狩り人アレン〉の音取り

1時
を行う

合同授業 1 初顔合わせ：まずお互いに

2時 自分たちを披露し、歌声から親しくな 2時

ることをめざす

3時
小学校中学校それぞれで小グループ練

3時
習で〈狩り人アレン〉の音取りをする

4時
中学校〈大きな古時計〉で小グループ ／ 活動する。自分たちで音取りを終える

必ずしも全曲を通すのではなく、いろ

／ 5時 んな古時計が浮かんでくる音楽づくり

をめざす

合同授業 2 9つのグループで、〈アレ

6時
ン〉を演奏する。進行や活動形態はそれ

4時
ぞれの班の工夫にまかせる。 9つのグルー

プそれぞれの響きの広がりをめざす。

V 
小学校での川島教諭の授業〈大きな古

時計〉中学校での 5時に相当する、そ
5時

れぞれのグループ毎のイメージを持っ

て表現することを課題にする
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7時 小・中別に〈大きな古時計〉の授業 6• 7時

小中合同3〈大きな古時計〉 9つのグルー

プそれぞれに違う個性的表現をめざす

8時
とともに、互いの表現の特徴を感じあ

8時
い、聴き合うこと、また小と中の声が

合わさってさらに豊かな響きを経験す

ることをめざす。

9時 振り返り 9時

(1) ワークショップ授業モデルを適用するための要件

当初実践者の川島教諭から提案されたのは、隣接する

附属小学校の児童との合同授業であった。この授業計画

は、附属中学校で今年テーマとして掲げている「つながり

あう力がつく」授業の一貫として、公開研究授業として

も考えられていた。小中合同授業という、教師にとっても

生徒たちにとっても未経験の状況で、異年齢でグループを

組むときに多様性がどのように活かされるのか、それが表

現の多様性につながるのかということが注目された。教材

となる楽曲として、小学校と中学校の共通のレパートリー

であったという理由で「狩り人アレン」が選ばれている。

1)グループの編成方法の変更

第一回の合同授業（第 2時）で、附属中学校の音楽室

に小学生を招いて 4つのパートに別れて練習するスタイ

ルほ授業に小学生が参加する形をとった。しかし、この

授業形態では、中学生にとっては通常の授業モデルと大

きな変化はなく、グループ内のいつものリーダーが小学

生を教えるというスタイルになっていた。中学生は、う

まく歌わなければ、聞かせてやらなければ、上手く教え

られるか、というプレッシャーがあるように見受けられ、

小学生は教えられるという受動的な姿勢が目立った。は

じめて会った子どもたち同士が知り合うという段階にと

どまり、中学生がリーダーシップを発揮しようとしたが、

相互に演奏や意見を出し合うという姿にまでは至らなかっ

たといえる。

附属中学校の生徒たちにとって既に日常の活動形態と

なっているソプラノ、アルト、テナー、ベースの「パー

卜練習」という形では、教師が生徒に教える形のミニチュ

ア版として中学生が小学生に教えるという関係になりや

すく、いわば垂直の関係性が生まれている。それに対し

て、今回の授業研究でテーマとしている〈つながりあう

力がつく〉授業は、お互いに学び合う、水平的関係であ

る。そのような「つながりあい」を作り出すために、中

学生が小学生の声をいかに聴くことができるかが鍵にな

ると考えられた。ワークショップにおいては、成員それ

ぞれの異質さこそが学びの資源であると考えられる。し

たがって始めからどれが良い、悪いという比較や評価を

せず、それぞれの音楽イメージが違っているということ

に重きをおく交流が必要であると考えられた。

この反省を踏まえ、より小さなグループを作り小学生

と中学生が 1対 lに近い形で相互に関わり合うことがで

きる形を作ることを提案した。単にグループが小さいと

いうだけではなく、各自が別々のパートを担当するアン

サンプルを構成することで、誰もが対等に歌わなくては

成り立たない活動を意図したものである。

2)教材曲の変更

成員それぞれの多様さを認め、異質さを学びの資源と

する活動を成立させるためのステップとして、まず中学

生だけで、小グループを組んで活動を行うことを計画し

た。「アレン」よりも簡単に音取りができ、よりシンプ

ルな旋律で表現の幅があるという点で表現の自由度の高

い「大きな古時計」が選ばれた。第4時では、グループ

毎に活動して、自分たちで音取りを 1時間で終え、発表

をした。よい緊張感もあったが、「正しく音をとり、ちゃ

んと歌えるようになる」というこれまでの授業の基本か

らは出なかった。そのため、授業者と筆者は大きな古時

計の様々なアレンジの録音を聴き、次の授業では一曲全

部を演奏しなくてもよいから、自分たちの表現したいも

のを意識して工夫をしてみるように、活動の目的を方向

付けていった。

その際、「この曲についてどういう解釈をしているか

を出し合う授業」であるということを、授業者と確認し

ていった。全部をきちんと歌えるということは重視せず、

部分だけを取り出してみることを生徒にもアナウンスし、

発表の場の狙いを、これまでの「きちんとうたえる」と

いうことから「解釈を練るために仲間でうたってみる」

ことへ、また「仲間に聞いてもらい、自分たちもきく」

ことへと転回したのである。

(2)中学校授業でのワークショップモデルの導入

授業の冒頭、授業者からの本時の課題提示は、以下の

ようなものになった。

T前回グループでわかれて発表したけど、みんな音をとっ

て歌おうとしてるけど、それ本来の表現かな？ただ音符を

歌って学習をするたけならこの大きな古時計の意味じゃな

いよ。全部やらなくてもいいんだから自分たちでイメージ

をふくらましてやってみよう。

T例えば先生だったらこうやるよ

T例えば（ピアノをひいて歌って）「ぽーん、ボーン、ポー

ン、ボン、おーおーきなのっぽの」aこうやってハモっても

いいわけでしょう。例えば男子は全部ボーンボーンだけでも。

「ボーん、ボーン、ボーン」（ざわざわとする。生徒が合

いの手に「さん、さん」という言葉を入れる）

T全部ぼ一んぽーんでさ、ハモっていくにはむずかしい作

業がこういうことをしっかり。どう、わかった？考えやす

くなったかな？少ない人数にしたのは、話し合ってほしい

ということがある。

T私たちは、大きな古時計を歌うんだけど、（黒板に「イ

メージ」と書いた紙をはる）ここが問題で、ここをどうし
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たいのって。イメージというのをみんな考えてほしいんだ

けど、みんなはこの曲は知ってるんだから。

例えば、大草原の小さな家にある。（といいながら緑の

紙を貼る。）火事で焼けて、大きな古時計だけがのこって、

悲しい感じ。（といいながら黒い紙を貼る。）非常に燃えて

情熱的で、いつも彼氏彼女に会っているときはそこに古時

計がある、情熱的な古時計が。（赤い紙を貼る。） b「おおー

きな」こうやってうたってもいいわけだし。そういうこと

を自分たちで考えてやってください。こういうふうにアレ

ンジしましたというのを前で言って貰おうかと思うので。

全部やらなくてもいいから。 4小節だけでも、ここまでで

すって。

でもやったところを先生に知らせてほしい。やった特徴

を知らせてほしい。まずしゃぺらないかん。男子は男子、

女子は女子でさ、きちっと意見をいわないと。そこへんを

あわせて、いまみたいに、少しアレンジして考えてみましょ

う。

一つの曲に、さまざまなイメージによる表現が可能で

あることを視覚的にも示し（下線部 b)、「アレンジ」と

いう言葉を使い、教師のアレンジの例も歌で示している

（下線部a)。この後、グループに別れて練習し、各グルー

プの発表をしてそれぞれの表現を交流していった。各班

の発表ごとに、自分たちのイメージを話し、それに対し

て授業者からはどういうイメージに聞こえたという形式

でのコメントを返した。

この第5時の授業について、参加観察者の授業後のメ

モから抜粋する。

前回とうって変わって、楽しく、やわらかなクラスの雰

囲気が生まれた。前回の音取りを墓礎にして、それぞれの

班で工夫をする活動ができた、生徒たちの表情に満足感が

感じられる。発表するときに、変な緊張がなくてできてい

る。表現のエ夫をしたものを見せ合う楽しみを感じたので

はないか。自由な設定だったので、前回と違う子どもの活

躍の姿があった。活躍する人が決まった人でなく、お客さ

んがいない。だれもが口を出す空間が実現できたといえる。

この授業における「学び」の経験の違いが、参観者に

はまず教室全体の空気の違いとして意識されている。

「誰もが口を出す空間」と感じとられた子ども同士の関

係性は、次のような、普段と際だって違う子どもの姿が

あることと関連している。教育批評形式の授業記述から

一つの班の活動を抜粋する。

1君は、窓枠にもたれかかっている。いつもの姿勢のよ

うだ。 Bさんがきびきびとリードしようとしているが、と

なりの男子T君としゃべっている。

「こっからここをひとりでやって」と言われた1が、びっく

りした顔をぐっと近づけてきたので、 Bさんたちが笑った。

窓枠を離れて立つ大柄な I君に、はにかむような笑顔が拡がっ

ている。隣の男子に「おまえやれよ」と言ったりもするが、

Hさんの説明を楽譜をのぞき込みながら聞いている。

4人で歌ってみた後、男子二人も楽譜を指で指しながら

音を確認している。次第に女子 B,Hと男子 I,Tとの距離

（立ち位置）が近くなっている。「ソロ」を指名された 1は

困った表情をしたり、照れて笑う表情を見せたりしている。

窓枠にもたれる姿勢や、つまらなさそうな表情を浮か

ぺるのが習慣になっているような Iに、いつもとは違う

姿が見られ、これまでのソプラノ・アルト・ベースの合

唱パート別グループ分けでは見られなかった関わりがあ

る。なにをするのかが決まっている為リーダーに任せて

機械的にでも運ぶこともあり得たパート練習とは違い、

ここでは何をするかというところから自分たちで相談し

なくてはならない。気さくな会話ができる小さなグルー

プで、普段話さない女子とも話すことが、他者に関わり

かける姿勢を呼び起こしている。また、ソロを任される

ということは 1にとって予想外であったらしく、次第に

自分たちの歌に積極的になっていく様子が見られる。

授業後、共同研究者等からは、次のような意見を授業

者に伝えた。「子どもの演奏についてコメントするとき、

イメージについてのことばだけではなく、実態的な音の

叙述の言葉との両方が必要である。後者については、授

業者の中に抑制があったように見受けられた。」

授業直後の授業者の振り返りとして、次のように書か

れている。

2時間目の今日の授業は、表現を楽しく、自分たちのア

レンジを付け加えて表現してもらおうと考えました。従来

は、音を確実にとりながら、旋律が表す曲のイメージを表

現していました。その中には、厳しさも必要で、この時間

の何分まではこの曲をやらなければという発想のもとに進

行していたように思います。しかし、今日は、大きな古時

計のイメージを小人数で話しあいながら進めました。必ず

しも全曲を通すのではなく、いろんな古時計が浮かんでく

る音楽づくりを目指しました。

グループ練習の中で、前時に消極的と判断されていた

M やSが、積極的に話をしている姿があり、グループに

うちとけているんだなあ～と感じとれました。全体の授業

ではそれほど目立つ生徒ではない、 AやW が、グループ

の中で積極的に動いている姿があり、自分の表現をうまく

だせていたと思います。他に Kのグループも Yに笑顔が

みえていました（前時は音をとるのが精一杯という姿）。

Nのグループも本人のリードだけでなく、このグループ

そのものが楽しく進めていたように感じられます。今日の

授業は、大きな古時計のイメージをそれぞれのグループが

つくりだしている姿が、教室内にあふれており、教室が古

時計の家になったように感じました。

この記録の中で授業者が名前を挙げた生徒は、これま

での授業で消極的であると見えていた生徒、全体の中で

目立たなかった生徒である。今回の授業ではそうした生

徒に大きな変化が見られたということが裏付けられると
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同時に、授業者の視線が、以前からそうした生徒に細や

かに向かっていたことも読み取れる。

その後、二度目の合同授業（第6時）では「狩り人ア

レン」の難しさ、自由度の少なさから、第 5時のよさが

活かされず、ワークショップ形式の授業は成立していな

いと判断された為、最終的に曲を「大きな古時計」にす

ることとした。授業者は小学校の音楽の時間に出向いて、

中学校の第 5時と同様の意図で「大きな古時計」の授業

を行った。

(3) ワークショップモデルによる小・中合同授業

前回の合同授からおよそ 4週間後（第8時）である。

1) グループ別に小・中双方のここまでの練習内容の交

換、 2) どこか lつのグループに発表してもらって皆で聴

き合う、 3)各グループでの練習と全グループの発表、 4)

最後に授業者の指揮で全員で歌う、という指導案である。

指導案づくりのミーティングで、時間の制約から一部グ

ループの発表も示唆されたが、授業者は「全部の班に歌

わせたい。そうでないのは考えられない」と語った。誰

もが表現し、それぞれの色々な表現を聞きあうというこ

と自体が、この活動の目的であるということである。

次に授業後半部の記録を教育批評形式で抜粋する。

「どこか立候補するところはありませんか」と教師がき

く。 7班が手を挙げた。背の高い中学生と、それにはさま

れるように並んでいる小学生で、でこぽこしながら一列に

ならぷ。しかし表情には緊張は感じられない。背が高い小

学生の Fは、中学生の隣にならんで、嬉しそうでもある。

「ぽーんぽーん、が面白かった」と小学生がコメントした

のに対し、その音を担当していた中学生の 0がにこにこ

した顔をそちらに向けながら、お辞儀をする。

自分たちの演奏や工夫を評価してもらったことに対し、

0は嬉しそうな表情をしている。小学生からの褒め言

葉として素直にきき、ありがとうといいたい返事をお辞

儀に託して、聞き手の小学生たちとコミュニケートして

いる姿である。

I 
9班は、 Fが木魚を手に持っている。顔を見合わせて歌

い始めた。前半にはオプリガートがつき、後半のフレーズ

で木魚とともに「なんまいだ～」と唱えている。演奏後、

教師が「はいどうでしょう」というと、歌った側の Eが

すぐに手をあげて「なんまいだのところが良かったです」

と言った。中学生から「時計が止まったときにおじいちゃ

んが死んだみたいな感じ。」など意見が、小学生からは、

なんまいだ～を唱えるのが（おじいさんが死んだ）「3番

だけでいいのでは」ないかというコメントが出る。歌った

側も笑顔でコメントを受けている。

Fたちが意外な楽器を持ってきたのも、小学校での授

業で小学生が様々な打楽器を入れてアレンジしようとし

た、ということを授業者から聞いたからであり、その意

味で小学生との交流は合同授業の場面に限定されていな

い。広汎性発達障害を持つ Eは、歌うときには斜めを

向き声をだしていないように見えても、積極的に参加し、

自分たちの班の表現として楽しんでいたことがうかがえ

る。聞き手のコメントの仕方に注目すると、小学生は内

容面での提案を含んだもので、積極的な発言の仕方が評

価できる。

「やりたい班はありませんか？」と訊かれ 5班が立ち上が

る。 5班はこの授業の開始時に演奏したので二度目となる。

楽譜のファイルを持たずに並び、小学生の子どもたちも覚

えて顔を前にむけて歌う。明らかに先ほどよりも良く声が

でて、曲の最後の「動かない、その時計」でリタルダンド

をかけて気持ちを込めた。

楽譜をもたず、中学生の Hが出をリードして皆で合わ

せて歌う。普段の音楽授業ではあまり積極性のみられな

かった TやRが、大きな声でうたっている。 10分の間に

練習を仕上げて、音楽表現の山をつくり積極的に表現し

ていると評価できる。

1班、両側の中学生の間に小学生が笑顔で並ぷ。 Bがキー

ボードで音をとったあと、みなにうなずいて合図をして歌

い出す。

この班はソプラノの女子がもともと声が小さかったが、

ボーンボーンポーンという時計の音を五度のオスティナー

トにした男子の声が活き、楽しい編曲になっている。小学

生の声もよく聞こえてくる。「今はもう動かない」のとこ

ろに来たときに、音をぐっと絞ったのが、はっと引き込ま

れるような感じがある。次の「百年休まずにチクタク」を

アップテンボで歌い、最後はもう一度声を絞って「そのと一

けーい一」をピアニシモに沈めながらしかしよく合った明

るい響きで歌い終わったので、最後の和音の余韻が残るよ

うであった。

教師は、「すごく工夫してあったよね」という。

この班の歌は特に音楽的な魅力のあふれる演奏になっ

ていた。聞き手からすぐに声が出なかったので、コメン

トは教師の「すごく工夫してあった」という一言だけに

なってしまった。もう少し待てば子どもたちからも意見

が出たかもしれない。しかし、この演奏の良さをうまく

言葉にするのは難しかったともいえる。こうした沈黙も、

演奏に対する子どもたちの一つの反応として認められる。

2班は、チクタクを速くうたい、「今はもう」からを遅

くする。「動かない」の最後の音をオクタープ上げて伸ば

す。次の 3班は、ちくたくの時計の音にウッドプロックを

入れる小学生のアレンジを活かす。「とっても古い時計だ

なあと思いました」という感想が出る。

4班は、テナー Dがひとりでオプリガードをいれてい

る。以前は消極的だった印象のアルトの Mが、正面を向

いて堂々とうたい、よく聞こえる。男子二人も足がリズム

をとって動き (D)、上体が揺れて (Y)視線を時々合わ

せながら大きな声でうたっている。
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4班は、以前の練習であれば、リーダーの Kにまか

せて、他のメンバーがともすればお客さんのように受け

身になりがちであったと見受けられた。今回の授業では、

そうした受け身の立場にたつ子がひとりもいない。それ

ぞれが自分なりに音楽を引っ張って行こうとしているよ

うである。

6班 cさんの頷く所作を合図に歌い始める。前を向い

て本気で歌う I君の声は朗々として、小学生をリードしよ

うとしているかのようである。小学生も声が大きく、この

班は格段に声がおおきいので、教師も「ボリュームがあっ

たね」と言う。

8班 古い時計と新しい時計というイメージを持ってい

たこの班は、後半の二回のチクタクを、テンボや音を変え

て表現した。小学生が「ちくたくが二種類あった」とコメ

ントした。

斜に構えたような様子も見せていた 1君の変化は最も

著しい。中学生も「ちくたくのところが面白かった」と

発言したが、小学生は「ちくたくが二種類あった」と 8

班の表現者の側にたって意図を端的に捉えたコメントを

している。

授業者は、「さいごに、みんなでまとめて歌ってみたい

と思います。」として、子どもたちを立たせた。子どもた

ちは体育館の中をゆるやかに半円形に、川島先生に向かっ

て立つ。参観者たちはその外側から、子どもたちの背中を

見ている。

「最後なので、みんなのアレンジを大事にしながら、で

も先生もこの授業をいっしょにやってきたから、先生の古

時計をやって欲しい」といい、茶色いおしゃれな帽子をだ

してきて、「先生はおしゃれな古時計をしたい。」というの

で、どっと声が湧く。

帽子を手にもち、頭の上で帽子を持ち上げる動作をして、

「のっぼ」のところでフレーズをちょっと切ってみて欲し

ぃ、と指示をする。 1君がポケットに手をいれたままくい

いるように先生の顔を見ている。

先生の帽子の指揮で、皆で歌い始めた。厚みのある合唱

が、体育館に響く。後半は、「はいご自由に、はいどうぞ」

のかけ声で、それぞれのグループのアレンジが同時並行で

なり始めた。うたいおわったあと笑い声が起こり、がやが

やという声がさざ波のようにひろがる。

E君が、嬉しそうに前に飛び出てきたと思うと右腕をひ

ろげ、「みんな影響している。感染している。」といって、

戻る。

E君は顔を輝かしている。素直に、言いたくなったか

ら声にする E君のコメントからも、みんなの様々なア

レンジが一緒になったことで、これまでに経験しない面

白さが感じられたことが伝わってくる。それぞれの班の

アレンジ一つひとつはテンポやニュアンスが違って別の

もののはずなのに、他の班の演奏を聴きながら合わせる

ことができ、全体として一つになっている。その中で自

分たちのアレンジに、違うの班の色々な音が重なって聞

こえてくることの予想しなかった面白さを感じていると

思われる。

授業者が「あのね、切るの、もうちょっと切ってもらう

と、もっと変わるんだよ」と「おおきなのっぼの」のふし

を歌って見せて、 2回目の合唱になる。後半、それぞれの

グループがそれぞれのアレンジをしているのに、先生の帽

子の指揮に合わせて、良く合った演奏ができている。フェ

ルマータの後のタイミングも良く合う。隣の子とほほえみ

をかわしながら歌う子らや、木魚の音のほうを笑顔で振り

向きながら歌う子らの姿がある。参観者たちが半円の外を

取り巻いているのだが、そのことを忘れて、自分たちの歌

を楽しんでいるように見える。

公開授業でありながら驚くほど自然に、その場で生ま

れる歌を楽しむ姿が見られた。歌いながら、あちこちで

ァイコンタクトや笑顔が生まれており、お互いの声や音

をよく聴いている。

(4)授業モデルと学びの転移可能性

授業終了後、授業者と共同研究者それぞれの学校で、

この授業からの発展がみられた。中学校では、授業者が

別の学年の他領域の授業に応用している。小学校では、

子どもたちの成長と学びの持続が捉えられている。それ

ぞれの教師による発展の様子の記録を下記に示す。

（桂直美）

1)中学校における発展

中学2年生で、生活班を使ったアルトリコーダー練習

（合奏の喜び）を行った。生活班とは、集配係、給食準

備係など学級の仕事をする班である。 2年生は各学期に

1回、班編制を行っている。班の仕事以外はあまりかか

わりをもっていないようなので、音楽の授業でどんな姿

をみせるのか楽しみであった。

A組のあるグループでは、指使いがうまくできない

男子に、女子が寄り添って教えている姿があった。男子

が何回も間違えるのを、ていねいに教えていた。仲のよ

い姉弟のようであった。その練習の様子から、自然に指

使いを覚えていくのではないかと観察できた。

D組のあるグループでは、すらすら吹ける女子を尊

敬の眼差しで見ていた。「よしあの子のように吹けるよ

うにがんばろう」と男女とも積極的に練習をしていた。

もともと吹ける女子もさらに自信をもったようで、うま

く教えあいが成立していた。

B組のあるグループでは、 5人のグループが輪になっ

て音あわせを積極的に行っていた。みんなで吹けば、音

の間違いもすぐ気付け、吹けるようにならないと仲間に

迷惑がかかるからがんばろうという姿がみられた。

このように、どのグループもさぽらずに、積極的に練

習していた。課題を与え、グループの姿を評価する・・・
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知らないうちに、奏法もおぽえ、音楽の技能も身につく

のでないかと思われる。ただ、積み重ねた練習も必要な

のだが、授業時間が少ないからがんばれるというのもあ

るのかもしれない。

取り組ませている教材

「喜びの歌」「かっこう」「冬が来た」…どの曲も 8小節

~12小節程度で、 ドレミファソからできている曲であ

る。この曲を、楽譜から入るのではなく、耳で聞いて、

指を動かしているうちに覚えていくという方法を取り入

れた。これまでの墓礎があるから吹けるのか、楽しく練

習をしていた。音を探りながら練習するのもスリルがあっ

ておもしろいのかもしれない。この方法だと、目で楽譜

を追わないので、自然とドレミファソがわかるのではと

考えている。次に、「聖者の行進」の曲を二部で合奏す

ることを進めている。班の中で、二部の分け方を決め練

習する。上記の 3曲の基礎があるからこそ、合奏の段階

にスムーズに入れるのではと考えている。今のところこ

んな段階で、リコーダーに対する苦手意識を何とかなく

そうと思っている。 （川島雅樹）

2)小学校における発展

合同授業後も「古時計」を楽しもうとする姿

変声期を迎えた男子を中心に、今回の合同授業で混声

合唱の響きを、体感、した子どもたちは、変声期を迎え

た子どもだけでなく、ほとんど全員が混声合唱の魅力に

取り付かれたような様子を見せていた。しばらく授業の

最初は必ず古時計を歌っていたし、合わせて歌いたがっ

てもいた。以前に、別の学校で混声合唱に取り組んだと

きや、附属小学校で別の指導者が混声合唱に取り組んだ

ときは、中学校に進学すればこのような合唱をするとい

うことを実験的に試してみたという感じになり、その後

は同声にもどってしまう姿がふつうであった。しかしな

がら、今回の合同授業のあと、子どもたちが混声合唱を

さらに歌おうとし続けたことは、自分たちのつくる擬似

的な混声合唱ではなく、中学3年生と共に混声合唱の響

きのなかに自分を置いたということで芽生えたものがあっ

たと解釈できる。この子どもたちからは、発声や音程に

不安定な要素はあったが、それを上回る混声合唱への前

向きな姿勢を大切にしたいと実感させられた。

卒業式で混成合唱を歌う

上で述べたことが、そのまま合唱発表会の選曲にもつ

ながり、ひいては卒業式での学級の歌にもなった。その

ときに最も実感したのが、男声パートではなく、アルト

やソプラノの声の伸びだった。低音に支えられた合唱は、

同声合唱よりもソプラノやアルトの意欲も技能も向上さ

せるようである。曲目は『春に』の 3部合唱版で、技術

的に難しいこともあり、決して洗練された表現にはなら

なかったが、それぞれのパートが自分たちの役割を果た

そうとしたり、主旋律のときは積極的に表現しようとい

う姿が見られたりした。卒業式のときには、小学校での

6年間の音楽の授業の総まとめとして、変声期を迎えた

男子のファルセットも含めて、より完成された同声合唱

の上限を求めてきたのだが、今回の子どもたちの様子か

ら、中学へのステップとしての卒業式として考えると、

学級の歌ばかりでなく、校歌や他の式歌もファルセット

ではない自分の声で歌う男子がこの学級にいたことを、

私はこれからの新しい小学校での教育の目標とすること

もできると思った。

ファルセットで声が出せる子どもが出す男声は、高い

声は出ないといって最初から低い声でぽそぽそ歌う男子

の声とは全く違って、意図のある表現であると思われる。

それを、合同授業のあとに、強要も制限もせずに見守っ

ていたが、そのような姿に好感を持って受け止めていた

のは私だけではなく、他の教師や公開研究会や卒業式の

参会者もあったようだった。今頃この子どもたちが中学

1年生としてどのような活躍をしているのか、大変興味

のあるところである。 （伊東玲）

3. 授業評価

(1)教育批評から

教育批評形式の授業記録から、それぞれのグループが、

音楽表現を工夫して、一つの曲に多様な表現が生まれた

こと、それが皆に受け入れられたことがわかる。演奏を

聴く側の表情からも、子どもたちが、自分たちと「違う」

表現を聞くことそのものを楽しんでいる姿があることが

わかる。個々の表現の違いに焦点を当てることで「聞く一

聞かれる」関係が成立し、それによって緊張感が消えて

積極的に自分たちから歌おうとする暖かい空間がつくり

出されたということができる。その空気の中で、固定し

たリーダーではなく、誰もが自分なりに自分たちの歌を

リードする立場にたとうとしている。

授業者も自分自身の表現を抑制することなく、むしろ

皆の表現に触発されつつさらに自分の表現をしたいとい

うかのように、最後に自分らしい音楽空間を持っていた。

9つの班の表現から 10番目の唄が生まれたといえる。

その唄の中で、それぞれの違う表現が関わってさらに楽

しむ経験ができた。これを、ひとりの子どもが「影響」

しあい、「感染」したという言葉でとらえている。新た

な表現の生成を感じとり、またそれを共有したこの場の

経験を喜ぶ姿だと解釈される。

(2)授業者への非構造化インタビューから

最終授業修了後、授業者には簡単な文章に感想をまと

めていただいたが、さらに 1ヶ月後に、筆者との非構造

化インタビューを行った。ここでは、インタビューから

授業者の意識やその 1時間に対する評価にかかわる部分

を抜粋して示すとともに、川島教諭が何を語ったかだけ
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ではなく、いかにそれを語ったかを分析することを通し

て、授業者が最終授業をどのように経験していたかを解

釈する。

インタビューは約 15分であった。インタビュアー

（筆者）は、この授業については肯定的な印象を持って

いる。そのことは、アクションリサーチの共同研究者と

いう立場から、すでに授業直後に語り合っており、この

インタビューで初めてコメントしたのではない。また、

授業者から授業についての肯定的な語りの内容を引き出

すことがインタビューの目的ではなく、授業者の経験の

質を探ることが目的であるので、インタビュアーは、価

値判断に触れることも避けないで、対話の中で共に授業

を想起しつつ語る姿勢をとった。前半と後半にわけられ

るが、ここではインタビュアーが最終の授業について問

うたことから始まった後半部分（約 5分）から抜粋する。

川島教諭が、最後の合同授業の場面を振り返って語り

始めた最初のフレーズにおいて、「筋書きのないドラマ」

という比喩的表現が使われた。

k 子どもたち自身、緊張というよりは、今やっているこ

とを楽しんでいるっていう感じでしたよね。だからそこが

不思議なんですけど。筋書きのないドラマっていう

教諭自身「不思議」という言葉をつかって、想定外の

様子であったことを表している。日をついて出た「筋書

きのないドラマ」ということばが、それと対をなす自分

の過去の授業の描写をも引きだしてくる。

I 先生自身の感覚として違うところはあるんですか？

k 授業スタイルですか？もう苦にならなくなってきたっ

ていうか。最初は抵抗があったんですよね。すごく、小集

団にわけるっていうこと。一番最初。だから自分もどうし

ていいかわからないっていうのが。だから何も言えなかっ

たし。言わなかった。どう助言したらいいのかって。

いままでは、自分が言ったことに関して応えてきてもら

いながらあがっていくっていう授業をしてきたと思うんで

す。考えてみましょうっていうよりも、こうやってやった

らどうなん、とかいうようにして、十数人の集団を引っ張っ

てきたっていうので授業をやってきたたんですけど。

でも、あのあそこの第二体育館（最終時）もそうでした

し、一回音楽室でも古時計やったとき（第 5時）に、時間

がたっていくに従って、声のボリュームがどんどん上がっ

てきましたよね。ああいうのは、ああ、、、と思いましたよ。

最初小さい声が、段々だんだん、うゎーっと、この教室の

空気がね、音楽のボリュームがあがりましたよね、知らな

いうちにわーって。ああ、この子たち音楽してるんやなと

思って。

授業者は、「苦にならなくなった」という言葉遣いで、

最初はこの研究授業の慣れないスタイルが苦痛であった

ことを表明している。その苦痛がなくなってきたという

叙述から、「いままでは」どのように「授業をしてきた」

という、これまでの自分の授業スタイルの客観的に再発

見するような叙述に向かっている。

また、下線部は、インタビュ一時点でも鮮明に記憶さ

れていた、授業者の内的経験である。「ああ、この子た

ち、音楽してるんやな」と、表現を楽しむ子どもたちの

ことを、同じく表現を楽しむことを知っている大人が横

から眺めるような関係で見ている。

k まだ、自分自身も、もう無になっていたというか。

これまでの研究授業だと、筋書きのあるドラマみたいな感

じなんで、ここで山場が来てって。（笑）なんか、そんな

んじゃなくて、まあみんなからやってみて、出たらそれで

やっていこうかなっていう感じだったので。そこからドラ

マにですね。

I 理想的な形ですね。

k あれは、まあまあ、うん、嬉しかったですよね。

「筋書きのないドラマ」という言葉遣いが、この語りの

冒頭にあった。最後に再び「ドラマ」という表現を用い、

さらに以前の自分の授業を「筋書きのあるドラマみたい」

と呼び直すことで、今回経験した授業との対比を鮮明に

している。「教授＝学習」というスキーマから自分自身

が飛び出すことが出来た、という実感がこの言葉にあら

われている。

4. 結論

(1)中学校授業におけるワークショップ授業モデルの導

入

非構造化インタビューと授業後の展開から、授業者

にとって新しい授業様式である「ワークショップ授業モ

デル」は、今回の実践において非常に肯定的に受け止め

られたことが伺える。

授業の最後における授業者の生徒との関係性の変化も

見られ、授業者の授業スタイルにも、当初に上げた 3点

の特徴が次の様にあらわれていた。

i)個々の子どもの発想やイマジネーションの違いが、

直接の学びの資源となっており、教師はなるべく異な

る表現を引き出そう、なるぺく異なる意見が聞きたい

という関わりをしていた。

ii)教師から伝達するのではなく、しかし教師が自己の

専門的な知識や表現力の表出を抑制することもない関

係が、最終授業の全体表現場面では実現されていた。

教師が生徒と水平な立場から自分自身の表現を行って

いたといえる。

また、授業をやっている教師自身が、通常の判断と

は異なる次元で考えたり音楽を感じていたのではない

かと思われる。授業者自身が音楽を楽しんでいたこと

が随所に伺える。授業として子どもの発言を教師から

制御しようとする姿勢もなく、そのことが「自分自身
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も、もう無になっていた」という言葉で表現されていた。

iii)より高度な音楽性の追求が教師からも生徒にとって

も求められている。例えば、授業者が、自分自身の表

現性を前面に出して、帽子を使って、メロディーのアー

ティキュレーションを際だたせようとした事なども、

それにあたる。

すなわちワークショップ授業モデルにおいては、教師

から何らかの文化伝達を行うという教育作用を否定する

ものではないということが確認できた。授業者には、多

様な成員の学びをまとめていくために、その領域に関す

る高度な内容知を有し効果的に用いることが求められる。

子どもの主体性を重視するか、できあがる音楽表現の達

成を重視するかという二者択ーに陥らず、学び手の主体

的なコミットを促し、むしろより活発な表現活動がおこ

ることによって、音楽的な達成の面でも深化することが

期待できるといえる。

(2)適用のための留意点

授業者にとって新たな授業様式を適用し、ワークショッ

プの〈場〉を作るために今回の実践でとられた手法とし

ては次の二点が上げられる。

1)グループ編成の工夫

小学生との出会いという、普段と違う相手との協働が

予め計画されていた。しかし、単に新しい相手と組んだ

というだけでは、第2時の授業の失敗に見るように生徒

間の関係の変容は起こらなかった。誰もが異なるパート

を歌うグループ編成により、どの子も等しくリーダー性

を発揮すべき立場に置かれたことが重要であったといえ

る。これによりグループ内で同一の旋律を歌う従来型の

パート練習では堅持されていた垂直的な関係が解消され

たということである。

2)自由度の高い教材の導入

表現内容を限定する教材を、より表現者の自由度の高

いものに変更したことが重要であった。この曲をどのよう

に演奏するのが正統であるのかという「規範性」が解消さ

れて、思い切った改変も許容する表現の幅の広い素材に

よって、一人ひとりが、手持ちの技術に制約されることな

く、イマジネーションを解き放つことができたということ

が、ワークショップ授業モデルの成否にかかわっている。

(3) ワークショップモデルによる「学び」の転換

子どもたちの中では、表現や音楽についての新たな認

識や自己省察も、多く語られており、このことが、ワー

クショップモデルの授業の成否の指標ともなると考えられ

る。中学生から小学生へのかかわりも、教えるということ

の難しさを意識したということだけではなく、小学生から

表現を学び取ろうとする、双方向の関わりが成立してい

たことが示された。近代学校に特有の「できる一できな

い」にこだわる意識が消えて音楽表現を楽しむという、

純粋な美的欲求の共同経験がもたれたということも、こ

こでの学びの重要な特徴であると捉えることができる。

(4)今後の課題

授業様式の面では、川島教諭の授業に大きな変化が見

られたが、川島教諭自身の教育観に大きな影響があった

かという点については今回掘り下げた検証をすることが

できなかった。川島教諭自身が、既にワークショップモ

デルの授業を構築するのに適した教育観を持っていたと

いうことが考えられる。子どもの多様性を活かす上で、

2の (2)に見られたように、どの子も自分らしい姿で

いるかを常に読み取ろうとする川島教諭の姿勢は基本的

なものであり、今回もとめる授業様式に対して親和的で

あると考えられる。こうした点については、今後の課題

としたい。 （桂直美）
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